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研究成果の概要（和文）：  L・ブランシュヴィックとJ・ヴァールはある作家に「番犬たち」と呼ばれた。旧態
然たる哲学の権威を護ることに汲々としているという意味だろうが、二人の哲学を本格的に取り上げた研究は今
日に至るまでほとんど存在しない。この状況のなかで本研究は、カンでの草稿調査をも実施しつつ、ブランシュ
ヴィックのスピノザ論が後世に与えた作用、ァールの哲学がレヴィナスのみならずドゥルーズにも大きく作用し
たことを示そうとした。

研究成果の概要（英文）：　L.Brunschvicg and J.Wahl were called chiens de garde of the Sorbonne by P.
 Nizan. This bad image has prevented us for longtime for researching seriously on their 
philosophies. But were they really simple conservatives who defended the old fashioned philosophies.
 We don't think so at all. Under these conditions, we've tried to investigate almost all their texts
 including their inedited documents. As for their inedited documents, we visited the IMEC situated 
in Caen in order to read in particular the drafts written by J. Wahl for his lectures on Platon, M.
Heidegger and so on.    
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１．研究開始当初の背景 
従来のフランス哲学研究においては、サルト
ル、メルロ＝ポンティ、レヴィナスら、ドイ
ツの現象学に大きな影響を受けた哲学者た
ちと、彼らの師にあたる世代の哲学者っちと
のあいだに断絶を見ることが、疑われざる前
提となっていた。実際、彼らの指導教授であ
ったレオン・ブランシュヴィックやジャン・
ヴァールの哲学については、それを本格的に
俎上に載せて議論の対象とする試みは残念
ながらこれまで日本とフランスのみならず
世界を見渡してもほとんど存在しなかった。 
 そのため、例えばレヴィナスの博士号請求
論文『全体性と無限』の指導教官がヴァール
であったことの意義も解明されることはな
く、なぜドゥルーズがサルトルという例外を
除くとフランスで最も偉大な哲学者はヴァ
ールであったと述べたのかという問いが真
剣に立てられることもなかった。更に、カヴ
ァイエスのような数理哲学者にしてレジス
タンでもあり、かつスピノザ主義者を自称す
る人物がブランシュヴィックのある意味で
は後継者として生まれたこと、そのような思
想史の動きが焦点化されることもなかった。  
これが本研究開始時の偽らざる現状であり、
本研究を促す背景であった。因みに報告者は
メルロ＝ポンティを研究する過程で、今から
３５年前にブランシュヴィックを取り上げ
たことがある。本研究は長い空白を経て再び
この研究を再開せんとするものでもある。 
 
２．研究の目的 
（１）上記のような事情を踏まえて、報告者
は何よりもブランシュヴィック、ヴァールと
いう二人の哲学者の「哲学」がいかなるもの
であったか、その全体像にできる限り迫るこ
とを企てた。 
（２）そのうえでブランシュヴィックのス
ピノザ論が例えばカヴァイエースの数理哲
学、メルロ＝ポンティの知覚の現象学にどの
ように作用していたかを示そうとした。 
（３）同時に、今度はヴァールの博士号請求
論文『英米の多元主義哲学』に目を向け、そ
れがレヴィナスとドゥルーズという、ある意
味では対極に位置するような二人の哲学者
の極めて重要な参考文献であったことを示
そうとした。 
（４）加えて、ヴェールの親族と接触し、い
まだ不分明な部分を多く有したヴァールの 
生涯について情報を得ることを課題とした。 
 
３．研究の方法 
（１）ブランシュヴィックにせよヴァール
にせよその著作は、今日それらを入手するこ
と自体が非常に困難である。パリのフランス
国立図書館でそれらを閲覧するのに加えて、
何よりもまず、これらの著作を入手するよう
努める。 
（２）誠に情けない現状であるが、両哲学者
のそれらの著作は、端的に「読まれていない」

というのが現状である。決して少なくはない
彼らの著作の精読を企てること。 
（３）そのうえで、とりわけヴァールの未公
刊文書の調査を試みること。これらの文書は
カンの IMECに蔵されており、その文書館で
の調査をおこなう。 
（４）ヴァールには三人の娘がおり、特に三
女バルバラさんがイタリアのアオストで暮
らしておられ、時に、父親の未公刊文書を好
評なさっている。この方と何とか連絡を取り、
ヴァールについての情報を得るよう努める。 
（５）報告者はドゥルーズとレヴィナスを
めぐる共同研究に加わっているが、そのよう
な場を活用して、研究の成果を発表する。 
 
４．研究成果 
（１）まず、ブランシュヴィックとヴァール
の著作について、まだ完全とは言えないが、
ほぼその蒐集を果たすことができた。 
（２）それらについて、報告者なりにほぼ精
読を終えることができた。特にブランシュヴ
ィックの『数理哲学の諸段階』、ヴァールの
『英米の多元主義的哲学』『形而上学概論』
の読解は極めて多くのことを申請者に教え
てくれた。 
（３）ブランシュヴィックのスピノザ論を
分析することで、「知覚」という主題がいか
に生成したかを示し、それがメルロ＝ポンテ
ィの「知覚の現象学」を可能にしたとさえ言
えるのではないかとの仮説を公表すること
ができた。ブランシュヴィックの『エチカ』
解釈が、メルロ＝ポンティにおける「知覚野」
を可能にしたというのは申請者自身にとっ
ても予想外の帰結であった。 
（４）ブランシュヴィックの博士号請求論
文『英米の多元主義的哲学』をドゥルーズと
レヴィナスがどのように読んだかを示し、更
にそこから、ドゥルーズとレヴィナスとの連
関を主題とする発表を内外でおこなうこと
ができた。「と」という接続詞で示された、
例えばウィリアム・ジェイムズの描く多元的
世界ならびにジェイムズの言う「ラディカル
な経験論」が、一見すると正反対の立場に立
つかに見えるドゥルーズとレヴィナス双方
によって摂取され、更にそこに、フランツ・
ローゼンツヴァイクのような哲学者が「根源
語」として挙げる「と」(und)の問題が重ね
合わされるのである。 
（５）その過程で、ドゥルーズとレヴィナス
における「リズム」という主題を見出すこと
ができた。ヴァールはそのホワイトヘッド論
などで「リズム」の観念を提起している。レ
ヴィナスは戦後の諸論考から「リズム」ない
し「リズムの不在からなるリズム」の観念を
提起し、１９４８年の「現実とその影」でイ
メージの音楽性を語り、リズムの恐ろしい力
を指摘したレヴィナスは、第二の主著『存在
するとは別の仕方で あるいは存在するこ
との彼方へ』でも、「不整脈」という語彙で
その哲学を語っている。ドゥルーズもまた



『差異と反復』ですでに「拍」と「リズム」
の問題に言及し、「多リズム性」「横断リズム
性」の観念を提出している。そしてそこに、
アンリ・マルディネのリズム論が作用するこ
とになるのだが、興味深いことに、ドゥルー
ズのみならずレヴィナスもマルディネに着
目していたのである。 
（６）バルバラ・ヴァール氏と連絡を取り、
アオストに氏を訪ね、ヴァールに関する貴重
な資料を入手するとともに、ヴァールの人生
についての得難い証言を得ることができた。
そこにはヴァールが収容所のなかで綴った
文書、彼自身が娘に手渡した家系図なども含
まれている。バルバラ氏はレヴィナスの教え
子でもあり、ヴァールとレヴィナスとの知ら
れざる関係、更にはヴァールの夫人などにつ
いても口頭で様々な情報を得ることができ
た。 
（７）カンのIMECでの文献閲覧の許可を得、
二度そこに滞在して、ヴァールの未公刊文書、
特にその講義草稿を閲覧することができた。
それを通じて、ヴァールのプラトン講義は、
そこに出席していたであろうレヴィナスの
プラトン解釈に多大な作用を及ぼしたので
はないか、との感触を得ることができた。ま
た、ハイデガーをめぐる講義では、ヴァール
がゲストとしてレヴィナスを呼ぼうとして
いたこと、そこで何が争点となっていたかを
知ることができた。また、ヴァールがハイデ
ガーのドイツ語の語彙にあてたフランス語
の訳語についても、多くのことを考えさせら
れた。 
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